
 

 

 

 

「福井県中小企業産業大学校」の指定管理者候補者の選定について 

 

 

   福井県中小企業産業大学校の指定管理者の申請の募集について、福井県中小企業産業大学校指定

管理者選定委員会の審査結果を踏まえ、指定管理者候補者を次のとおり選定いたしました。 

 

 

   １ 団体名    公益財団法人ふくい産業支援センター 

 

   ２ 所在地    福井県坂井市丸岡町熊堂第３号７番地１－１６ 

 

   ３ 指定期間   平成２８年４月１日から平成３３年３月３１日までの５年間 

 

   ４ 選定理由 

      当該団体は、福井県中小企業産業大学校指定管理者選定委員会の審査において、福井県中

小企業産業大学校の設置および管理に関する条例で定める指定の基準に適合しているものと

評価されました。 

      特に、利用者のサービス向上のための取組や研修の企画に関する提案内容は優れており、

福井県中小企業産業大学校の設置目的を最も効率的に達成することができ、指定管理者にふ

さわしいと認められることから、当該団体を指定管理者候補者に選定します。 

 

   ５ 申請団体数 

      １団体 

 

   ６ 選定委員会での審査結果 

    ① 選定委員会委員 

       徳前 元信   公立大学法人福井県立大学経済学部 学部長・教授 

       占部  治   独立行政法人中小企業基盤整備機構北陸本部 本部長 

       佐々木輝明   福井県経営者協会 副会長 

       佐々木知也   東工シャッター株式会社 代表取締役社長 

       吉田 善男   福井県産業労働部労働政策課 課長 



 

 

 ② 審査結果 

審査基準 配点 

申請団体名 

公益財団法人 

ふくい産業支援センター 

１ 県民の平等な利用が確保されていること 適／不適 適 

２ 施設の効用を最大限に発揮するものであること 

 ・設置目的と事業内容との適合性 

 ・利用者のサービス向上のための取組内容 

 ・利用者増、利用促進のための取組内容 

 ・利用料金の設定水準、料金に関する提案内容 

・研修の企画に関する提案内容 

 ・学びなおし支援の企画に関する提案内容 

 ・利用者の意見の反映、業務改善への取組内容 

・新たな企画提案（自主事業等）の有無、内容 

２００ １４５ 

３ 管理の経費の縮減 

 ・管理運営にかかる県の支出経費 

・提案した提示額の妥当性、実現可能性 

１５０ １３５ 

４ 管理を安定して行う能力を有するものであること 

・人的能力（管理運営組織、人員配置等）の内容 

 ・物的能力（収支計画、資金調達、保険対応等）の内容 

 ・申請者の実績（同種の施設の管理運営実績） 

 ・申請者の安定性、信頼性（財務状況、資産、提携団体） 

・業務全般に対する取組み姿勢 

１５０ １２１ 

総合得点（満点５００） ５００ ４０１ 

  ※ 点数は５名の選定委員の採点の合計点です。 

 

 ③ 講評 

   ○審査基準①については、特に問題なく適と評価された。 

   ○審査基準②については、施設ホームページの充実や研修をフィードバックする仕組みを求める

意見もあったが、計画全体としては高く評価された。 

特に、空室状況検索から利用申込みまで可能なインターネット予約サービスなどの利用者のサ

ービス向上のための取組や、サービス産業向け講座、実習を組み合わせた生産管理講座の新設、

また自主事業のものづくりインストラクター養成スクールなどの提案が評価された。 

   ○審査基準③については、提案された管理経費は妥当であると評価された。 

   ○審査基準④については、独自性や将来的なビジョンを持った管理運営など、より一層の努力を

求める意見もあったが、過去の管理運営実績やノウハウの蓄積から、十分な能力があると評価

された。 

   ○以上を総合的に評価した結果、公益財団法人ふくい産業支援センターは、指定管理者の指定の

基準を満たしているものと評価された。 

 

 ７ 今後、県議会に指定管理者指定の議案を提案します。 

   県議会の議決を得た後、正式に指定管理者に指定されます。 


